
労働時間のルールと働き方を整備。働く側

のスタッフより集めた実際の意見を参考に

社内制度として、就業規則へ落とし込み。

既存スタッフにはもちろん、入社してくる

スタッフへも、明確な説明ができました。

新しいスタッフの定着・育成を図るために

も、働き方の整備が必要との相談から、こ

れまでにスタッフと意思疎通ができなかっ

たことなど、現状の対策や思いをより細か

くお聞きしました。もちろん、離職が重な

るリスクは、どのサロンでもありますが、

今後の対策も必要です。離職にともなう採

用はお店の大きな損失となりますので、で

きるだけ長く定着してもらえるような社内

制度へ改善。美容業界は休憩や休日を取り

にくいうえ、業務時間外にも練習をしなけ

ればなりません。そういった制約を抱えた

まま労働環境を改善する場合には、働き方

が違う人々、たとえば、ママ美容師、ベテ

ラン、シニアなど、様々な人材活用を含め

考えなければなりません。
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スタッフの離職を
機に決意したこと
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明確な就業規則改定から再出発

多様性と柔軟な働き方へシフト
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良い人材が定着すれば、自ずと売上にも影響を及ぼします。逆にいうと、

人材の定着なくして安定した経営は維持できませんので、働く環境の

見直しにも成功したサロンは、将来的な経営の基盤固めにも成功した

といえるでしょう。ぜひ皆様もトライしてみてください。

すべてのスタッフが働きやすい職場。
そんな、理想的な環境を構築。

経営の基盤づくり

人の美容人生を預かる者としての決意。
同じ立場の人と悩みを分かち合えたことが大きい。

私はスタッフの雇用について、その人の美容人生そのものを預
かるという考えを持っています。これはお店のコンセプトにも
通じることなのですが、やはり理想と現実には乖離があって、
自分の想いをどのような形にすれば良いのか悩んでいました。
そんなときに興味を持ったのが参加したきっかけです。また、
いろいろなオーナーさんとも話ができ、そこでわかったことは、
自分の悩みがほかのオーナーさんとも共通していたんですよ。
これまで、売上をたくさん伸ばしたスタッフが給与をたくさん
もらえるというシステムでしたが、今は目に見えない仕事や、
数字に表れない仕事もきちんと評価し、お互い助け合っていく
仕組みにするなど、同じ悩みを抱えるオーナー同士、美容業界
ならではの課題をどうやって改善していけば良いか意見を出し
合えたのが、良い刺激になり、それをきっかけに、自分の中で
思い描いていた働き方の見直し、改善の方針が見えてきました。

「多様な人材活用コース」
支援導入のキッカケは？

ルールを整備すれば
人材は定着する

以前の美容業界は、休憩や有休などの制度が
あってないようなもので、仕事のほかに妊娠
や出産、子育て、介護などがあると、両立す
るのがとても難しい業種でした。そのせいか、
ライフスタイルが変化すると多くの方が離職
してしまい、ブランクが空いてからの復職も
難しくなります。一方、雇う方も離職が重なる
と人手が足りなくなってしまいますし、新し
い人手を雇うにはコストと時間がかかります。
今回のように、スタッフの声を積極的に取り
入れつつ、曖昧だった就業規則をきちんと整
備すれば、結婚や妊娠、出産などを経ても美
容師としてのキャリアを継続しやすくなりま
す。雇う方も人手不足の問題が解消され、双
方ウィンウィンの理想的な関係を築くことが
できるでので、とても良い試みだといえます。

ジェンダーレス時代への準備　ー環境整備篇ー
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